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令和５年（フ）第７０６０号 

東京地方裁判所民事第２０部 御中 

令和７年９月９日 

破産者 株式会社プラスアルファ 

 破産管財人 弁護士 田口 和幸 

 

第５回債権者集会における破産管財人の報告書 
 

第１ 前回集会以後に行った管財業務  

１ 未払賃金立替払請求手続 

前回期日以後、対象者のうち 1 名より振込口座等を記入した未払賃金立替払請

求書の返送を受け、当職が証明を行って労働者健康安全機構に提出し、当該者に

対する未払賃金立替払いが実施された。本集会期日までに対象者４１５名のうち

４１０名について立替払いが実施済みである。 

 

２ 破産開始前に行われた社会保険にかかる審査請求の対応 

破産者は、破産開始前の令和５年１月３１日付けで、運転資金を得るために売

掛債権に対する自己信託を設定し、それにより生じる優先受益権をモルガン・ス

タンレー・クレジット・プロダクツ・ジャパン株式会社（以下「モルガン社」と

いう）に譲渡し、譲渡代金を得ていた。その後、令和５年８月下旬に日本年金機

構が自己信託の対象である売掛債権等に対する差押えを行い、売掛債権等を回収

したため、破産者は、同月９月２８日に当該差押えの取消を求める審査請求を行

っていた。 

当職は、破産開始後、信託の受託者兼劣後受益権を有していた破産者の地位を

勘案し、上記審査請求手続に関して必要な対応を行った。 

日本年金機構は、令和６年７月１６日付けで自己信託の対象である売掛債権等

に対する差押えを解除し、モルガン社は、書面により日本年金機構に不当利得返

還請求を行ったが、日本年金機構はこれに応じなかった。 

モルガン社は、日本年金機構が不当利得として返還すべき額が優先受益権の残

元本と遅延損害金を上回り、その残額が破産財団に属する劣後受益権に償還され

る筈であるとして、当職に対し、日本年金機構に対する不当利得返還請求に関す

る交渉に協力するように要請を行った。 

そこで、当職は令和 7年６月２６日付で御庁の許可を得て、モルガンと共に原

告となり、日本年金機構や国に対する不当利得返還請求訴訟を起こした。本期日

までに上記訴訟の第一回期日は指定されていない。当職は、本集会の後、訴訟の

対応を行う予定である。 

 

第２ 破産財団の状況  

１ 別紙財産目録・収支計算書記載のとおりである。 

２ 破産財団の現在残高は４０，７６５，７４２円である。 

 

第３ 今後の管財業務の方針について 

上記のとおり、劣後受益権に対する償還による財団増殖の可能性を見極めるた

め、モルガン社に協力して日本年金機構に不当利得返還請求を行う予定である。 
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第４ 配当の見込みについて 

現時点で当職が把握している財団債権が５７１，４０８，５１７円であるのに

対して、破産財団の現在残高は４０，７６５，７４２円にとどまる。 

今後、劣後受益権に対する償還による財団増殖が図られたとしても、財団債権

額を超える財団組入を得るには至らないと考えられるころから、破産債権者に対

する配当を見込むことはできない。 

以上 
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東京地方裁判所令和5年（フ）第7060号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　破産者株式会社プラスアルファ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　破産管財人弁護士田口和幸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　収支計算書
　　　　　　　　　　　　　　　　（令和5年11月10日～令和7年9月9日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
収入の部 支出の部

番号 科目 金額 備考 番号 科目 金額 備考

1 現金回収 3，080 1 履行補助者給与 5，578，635 ※2

2 預金回収 24，199，581 2
書類保管・廃棄
料

982，982 ※3

3 予納金組入 6，077，886 3 税理士報酬 1，297，270

4 債権回収 5β93，410 4
社会保険労務士
報酬

681，450

5 還付金回収 6，719，922 ※1 5
人事労務ソフト使

用料
42，900

6 敷金回収 6，590，821 6 通信費 285，785

7 売掛金回収 409，623 7 その他管財費用 966，979 ※4

8 株式等換価 415，687 8 郵送費 53，249

9 什器売却代金 165，000 9 交通費 26，466

］0 出資金回収 140，162 10 書類等梱包費用 50，908

11 金券等売却代金 68，509

12 受取利息 48，685

収入合計 50，732，366 支出合計 9，966，624

差引残高 40，765，742

※1破産会社の従業員の退職により厚生年金保険の資格を喪失したことに伴い、納付済みの厚生年金保険料等
が還付されたものである。

※2令和5年11月度及び12月度は11名分、令和6年1月度は7名分、同年2月度は6名分、同年3月度は6名分、同
年4月度は4名分の破産管財人の履行補助者の給与の合計額である。

※3本社及び支店で保管されていた書類のうち保管を要するものを倉庫に預託し、廃棄すべき書類の溶解処分を
委託した費用である。

※4残高証明書発行料、給与等の振込手数料と税理士報酬の源泉徴収税である。



令和5年（フ）第7060号東京地方裁判所民事第20部　御中　　　　　　　令和7年9月9日破産者株式会社プラスアルファ破産管財人　弁護士　田口　和幸第5回債権者集会における破産管財人の報告書第1　前回集会以後に行った管財業務　1　未払賃金立替払請求手続　　前回期日以後、対象者のうち1名より振込口座等を記入した未払賃金立替払請　求書の返送を受け、当職が証明を行って労働者健康安全機構に提出し、当該者に　対する未払賃金立替払いが実施された。本集会期日までに対象者415名のうち　410名について立替払いが実施済みである。3　破産開始前に行われた社会保険にかかる審査請求の対応　破産者は、破産開始前の令和5年1．月31日付けで、運転資金を得るために売掛債権に対する自己信託を設定し、それにより生じる優先受益権をモルガン・スタンレー・クレジット・プロダクツ・ジャパン株式会社（以下「モルガン社」という）に譲渡し、譲渡代金を得ていた。その後、令和5年8月下旬に日本年金機構が自己信託の対象である売掛債権等に対する差押えを行い、売掛債権等を回収したため、破産者は、同．月9月28日に当該差押えの取消を求める審査請求を行っていた。　当職は、破産開始後、信託の受託者兼劣後受益権を有していた破産者の地位を勘案し、上記審査請求手続に関して必要な対応を行った。　　日本年金機構は、令和6年7月16日付けで自己信託の対象である売掛債権等に対する差押えを解除し、モルガン社は、書面により日本年金機構に不当利得返還請求を行ったが、日本年金機構はこれに応じなかった。　モルガン社は、日本年金機構が不当利得として返還すべき額が優先受益権の残元本と遅延損害金を上回り、その残額が破産財団に属する劣後受益権に償還される筈であるとして、当職に対し、日本年金機構に対する不当利得返還請求に関する交渉に協力するように要請を行った。　そこで、当職は令和7年6月26日付で御庁の許可を得て、モルガンと共に原告となり、日本年金機構や国に対する不当利得返還請求訴訟を起こした。本期日までに上記訴訟の第一回期日は指定されていない。当職は、本集会の後、訴訟の対応を行う予定である。第2　破産財団の状況1　別紙財産目録・収支計算書記載のとおりである。2　破産財団の現在残高は40，765，742円である。第3　今後の管財業務の方針について　　上記のとおり、劣後受益権に対する償還による財団増殖の可能性を見極めるた　め、モルガン社に協力して日本年金機構に不当利得返還請求を行う予定である。1第4　配当の見込みについて　　現時点で当職が把握している財団債権が571，408，517円であるのに対して、破産財団の現在残高は40，765，742円にとどまる。　　今後、劣後受益権に対する償還による財団増殖が図られたとしても、財団債権額を超える財団組入を得るには至らないと考えられるころから、破産債権者に対　する配当を見込むことはできない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上2即≡≡世9撒こ）ミff鷲昌軽彗碧和麺皿挺遡幽眠搭鰹皿A田Φ町�@挺撃るく旧w娼焉ピ饗高H旛宿6L曄H掻さ韓」＜［£＜H＃s帽くH巴懸瘤警高警高緬w申当§色警高警高8品鵠則o留蕊ooo♀吉ら9888σ）“ば）＾く◎＾σ）・ば）．C＼1＾C◎一◎◎．（q▼ロAo、uつ治σ）＾○Φσ）Φ卜卜σ）ouりo1Ωoo寸麗巴二專に爵9津匿：±巴�I毘悼�I苺o◎り�I等購oさ8os留9留留8♀詔88ooぶ◎o＾寸．σ）・c∨＾∨＾卜一c“．（o・◎o一c∨．o＾o．（◎・合專8品菖仁品霧鵠8田寒8墨搬♂§二§言巨o．§§卜§←吉9§寸←←F�b如幽皿娼楓1悠蕪凶制網繧椙暗絹絹網相く網娼駐娼迷娼撃雛最娼雷娼駆転裾ε馴圃撫→司セ瓢警艦皐尽掌鋸趣迷士栗網ぷ精嚢綱盟酷±兼絹e幽巾←Noり寸口（◎卜ooσ）雲；摯口三巴巴楓細圭借醐哩蝸榊舗埋岨皐米翼＿）嘩爵べ％巳二卓瓢→司Ilt只聾頚制叙謂遜昨叶型如皐榔串皐蓮幽来釈駐麗旧江§三奪臣竃三§§8卜瞥藍卜瞥蕊三§5聞n口蕊吉認世世こ麗丑哩三合寸§量§§餌丑睡§田田哩§三め�bAAぐロ離鯉A哩皿蕪《田皇響垂摯e巴蝉鰹遡継哩姻継蝉塑驚幽哩鰹鰹呂欝巳固回回ポ望羽ロ叢震震堅1e即哩←N◎り寸り輌曄東京地方裁判所令和5年（フ）第7060号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　破産者株式会社プラスアルファ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　破産管財人弁護士田口和幸　　　　　　　　　　　　　　　　　　収支計算書　　　　　　　　　　　　　　　　（令和5年11月10日〜令和7年9月9日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）収入の部支出の部番号科目金額備考番号科目金額備考1現金回収3，0801履行補助者給与5，578，635※22預金回収24，199，5812書類保管・廃棄料982，982※33予納金組入6，077，8863税理士報酬1，297，2704債権回収5β93，4104社会保険労務士報酬681，4505還付金回収6，719，922※15人事労務ソフト使用料42，9006敷金回収6，590，8216通信費285，7857売掛金回収409，6237その他管財費用966，979※48株式等換価415，6878郵送費53，2499什器売却代金165，0009交通費26，466］0出資金回収140，16210書類等梱包費用50，90811金券等売却代金68，50912受取利息48，685収入合計50，732，366支出合計9，966，624差引残高40，765，742※1破産会社の従業員の退職により厚生年金保険の資格を喪失したことに伴い、納付済みの厚生年金保険料等が還付されたものである。※2令和5年11月度及び12月度は11名分、令和6年1月度は7名分、同年2月度は6名分、同年3月度は6名分、同年4月度は4名分の破産管財人の履行補助者の給与の合計額である。※3本社及び支店で保管されていた書類のうち保管を要するものを倉庫に預託し、廃棄すべき書類の溶解処分を委託した費用である。※4残高証明書発行料、給与等の振込手数料と税理士報酬の源泉徴収税である。



